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シベ語の動詞接尾辞-mi,-Xei,-maheiに ついて

―アスペ ク トと時間ダイクシスの体系―

児倉 徳和

キ ー ワー ド:シ ベ 語(満 洲=ツ ン グ ー ス 諸 語)、 テ ン ス ・ア スペ ク ト、 時 間 ダ イ ク シ ス

要旨

本論文では、シベ語の動詞接尾辞-mi,-Xei,-maheiの 機能の検討を行 うことを通 して、テ

ンス ・アスペク トの体系化 を行った。従来-miと-Xeiは 非過去 ・過去 とい うテ ンスの対立で

あるとされてきたが、本論文ではまずシベ語には文法化されたテンスがなく、-Xeiと-mahei

が完了 と非完了とい うアスペク トの対立をなすということを主張 した上で、シベ語が文法

的なテンスを持たない ものの、アスペク ト形式の選択 とい う点で発話時が基準時 として働

く傾向が強いことを指摘す る。

1.問 題の所在

本 論 文 で は 、 シベ 語1の 動 詞 に 付 加 され る接 尾 辞 ・mi,・Xei2,・maheiの 機 能 を 論 じる 。 シ ベ

語 の 動 詞 接 尾 辞 の 議 論 は 、李 樹 蘭 ほ か(1984)に 見 られ る。 李 樹 蘭 ほ か(1984)で は 、・Xei

(李 樹 蘭 ほ か1984で は ・hei)と ・mi(同 ・m)の 対 立 は 「過 去 」 対 「現 在 ・将 来 」 とい う 「時

(テ ン ス)」 の 対 立 で あ り、 ・mahei(同 ・mahei)は 進 行 とい う 「体(ア ス ペ ク ト)」 を 表 わ

す と され て い る。

表1,李 樹 蘭 ほ か(1984)に よ る シベ 語 の テ ン ス ・ア スペ ク トの 体 系

時 体 進行 未完成 完成

過去

・heng3

・hei

・he

・mah4+bihei ・m+bihei 一x5+bihei

現在一将来 ・m ・mahei ・m+ohui

1本稿 の デ ー タ は 筆 者 が2007年 と2008年 に 中 国 ・新 彊 ウイ グル 自治 区 イ ー ニ ン市 に お け る

現 地 調 査 に よ り得 た も の で あ る。コ ンサ ル タ ン トは60歳 代 の男 性(第3ニ ル 出 身)で あ る。

ま た 、 本 稿 の 執 筆 の 過 程 で 西 村 義 樹 先 生 と長 谷 川 明 香 氏 に は 貴 重 な コ メ ン トを 頂 い た 。 こ

こ にお 礼 を 申 し上 げ た い。

な お 、本 稿 で の シベ 語 の 表 記 はKubo(2008)に 倣 い 以 下 の 音 素 表 記 を 用 い る:厄e,i,o,u,p,

b,t,d,k,g,q,G,f,s,x,h,§,c,j,r,1,m,n,η,N,y,w1こ の うち1h1はKubo(2008)のIX1に 相 当す る。

2Xは 語 幹 に 応 じて/X/な い し1hノで現 れ る。

3・hengは 、 過 去 ・heiの 連 体 形 ・heに 名 詞 化 要 素 ・ngが 後 続 した も の で あ る
。

4・mahは 、 進 行 ・maheiの 連 体 形 で あ る 。

5・xは 過 去 ・hの 形 動 詞 形(主 に 名 詞 を修 飾 す る場 合 の 形 式)で あ る
。
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児倉 徳和

李樹蘭ほか(1984)の 体系には、補助動詞bihei(筆 者の表記ではbixei)やohuiと いっ

た補助動詞を伴った複合形式 も含まれている。しかし筆者は、補助動詞bi・ノila・ノo・を伴 った

形式は独立して別の体系を成すと主張 してお り(児 倉2009)、 上記の体系は再検討の余地が

ある。そこで本論では、シベ語におけるテンス ・アスペ ク トの体系を検討す るために、語

幹に直接後続 し屈折性の高い三つの接尾辞・mi,・Xei,・maheiの機能的差異を検討 したい。

2.-mi,-Xei,-maheiの 機 能 的 対 立

・mi
,・Xei,・maheiの 機 能 的 差 異 を検 討 す る に あ た り、ま ず2節 にお い て ・miの 機 能 を 主 に

・malleiと 比 較 しつ つ 検 討 し
、 次 い で3節 に お い て ・Xeiと ・maheiの 機 能 を相 互 に 対 照 しつ

つ 検 討 す る。先 に結 論 を述 べ る と、接 尾 辞 ・mi,・Xei,・maheiの 機 能 は そ れ ぞ れ 以 下 の よ うに

ま と め られ る 。

・血:時 間 軸 上 に個 別 的 ・具 体 的 な 事 態 と して位 置 付 け られ る こ との な い
、 抽 象 化 され

た 事 態(mn・actualsituation)を 表 わ す 。

・Xei:時 間 軸 上 に位 置 付 け られ る個 別 的 ・具 体 的 な 事 態(actualsituation)を
、 完 了

的(pe㎡ ∋etive)に 捉 え る。

・mahei:時 間 軸 上 に位 置 付 け られ る個 別 ・具 体 的 な事 態(actUalsituation)を
、 非 完

了 的(imperfective)に 捉 え る。

これ らの接尾辞の機能を表にまとめると、以下のようになる。

表2・mi,・Xei,・maheiの 機 能 的 対 立

抽 象 化 され た 事 態

non・actual

・mi←qu)

個別的 ・具体的事態

actual

非 完 了的

・mahei←mahaquの

完 了 的

・Xei←Xaquの

※カ ッコ内は否定のものを表わす。

2.1接 尾辞一miの 意味機能

先に・miは時間軸上に個別的 ・具体的な事態 として位置付けられることのない、抽象化さ

れ た、あるいは個別的 ・具体的でない事態を表わすと述べたが、・㎡ のこのような意味機能

は具体的には(の未来、(b)習慣、(c)属性、(d)法則、(e)話し手の想起する事態、として現れる。

以下、それぞれの例を列挙する。

(a)未 来
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シベ語 の動 詞接 尾 辞-mi,-Xei,-maheiに つ い て

(1)bicimareurumci=degene・mi.

1SG明 日 ウル ム チ=DAT行 く・MI

「私 は 明 日ウル ム チ に行 く」

(2)tereji・meehonim=beemkenwa・mi.

3SG来 る ・CvB.EMPH羊=ACC1(匹)殺 す ・MI

「彼 が 来 た ら 羊 を 一 頭 殺 す 」

(b)習 慣

(3)jubannanenimhalafduje・mi.

日本 人 魚 多 く 食 べ る ・MI

「日本 人 は 魚 を よ く食 べ る 」

(4)siwenanenanebuce・meeilaNineDesenda・mi.

シベ 人 人 死 ぬ ・CVB.EMPH3日 置 く一MI

「シ ベ 人 は 人 が 亡 くな っ た ら、(葬 儀 ま で に)3日 間 お く」

(c)属性

(5)minameeguきkearkiami・mi.

1SG.GEN父 恐 ろ し く 酒 飲 む ・MI

「私 の 父 は酒 を 恐 ろ し く飲 む 」

(6)bisejenyale・mebahane・mi

lSG車 跨 る・CVB出 来 る・MI

「私 は 自転 車 に乗 れ る 」

(7)tereyasesave-qu

3SG目 見 え る・MI(NEG)

「彼 は 目が 見 え な い 」

(d)法 則

(8)sunwarxi=dericici・mi.

太 陽 東=ABL出 る・MI

「太 陽 は 東 か ら昇 る」

(9>twaba=deweile・renaneguきkeqanqe・mi

火 場 所=DAT働 く・IMPEPART人 とて も の どが 渇 く・MI

「火 の そ ば で 仕 事 をす る 人 は とて もの どが 渇 く」

(e)想 起 され る 事 態

(10)話 し手 は テ レ ビ塔 の 展 望 台 か ら下 の 景 色 を 見 て い る:

sejeNmukuuyi・reemduruNyave・mil
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児倉 徳和

車 水 流 れ る・MI.PART同 様 に 走 る ・MLEMPH

(長 く連 な る 車 列 を 見 て)「 車 が 水 が 流 れ る よ うに 走 っ て い る」

(11)転 倒 事 故 を 起 こ した バ ス に乗 っ て い た 乗 客 が 回想 して:

erkeeyaveesemegisere・Xe・ 勾e,nanedyanji・qu.

ゆ っ く り 走 れCMPい う・XEI.PARIFNMLz人 聞 く・MI(NEG)

「ゆ っ く り走れ と言 っ た が や つ は(運 転 手 は)聞 か な い 」

以下、これらの各用法が、・miの 「時間軸上に個別的 ・具体的な事態 として位置付けられ

ることのない、抽象化 された事態を表わす」とい う意味機能 とどのように結びつ くのかを

見ていく。

2.1.1-miと 「未 来 」

「未来」を表わすmiは 、発話時において未だに生起 していないことから、現実的な個別

性 ・具体性 を欠 くと説明す ることができる。

(12)terecimareisine・mii

3SG明 日 到 着 す るMI.EMPH

「彼 は 明 日到 着 す る 」

(12)は主語が3人 称の場合であるが、主語が1人 称の場合には、話 し手の意思を表わす よ

うに見える。 しか し、話 し手の意図は希求法の・kiによって、より明示的に表され、・miの

表わす非現実の事態とは性質が異なる。

(13)a.tereji'meehonim=beemkeNwa'mi .

3SG来 る ・CvB.EMPH羊=ACC1(匹)殺 す ・MI

「彼 が 来 た ら 羊 を 一 頭 殺 す 」 ←2)

b.tereji-meehonim=beemkeNwa・ki.

3SG来 る ・CVB.EMPH羊=ACC1(匹)殺 す ・OPT .1

「彼 が 来 た ら 羊 を 一 頭 殺 そ う 」

2.1.2-miの 表 わ す 「習 慣 」

次は・miが 「習慣」表わす場合である。・miによって表 される 「習慣」は現在行われてい

る習慣(14)だ けでなく、現在では行われなくなった過去の習慣(15)を も表 しうる。

(14)tereineDedarifeksimeuruvu・mi
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シベ 語 の 動 詞 接 尾 辞-mi,-Xei,-maheiに つ い て

3SG毎 日 ジ ョギ ン グす る・MI

「彼 は 毎 日ジ ョギ ン グ を して い る」

(15)teredaciine勾eda㎡feksimeuruvu・mi

3SG昔 毎 日 ジ ョギ ン グす る・MI

「彼 は 昔 毎 日 ジ ョギ ン グ を して い た 」

しか し、「習慣」は必ず しも・miで表わされるわけではな く、・maheiで 表わ される場合も

存在する。

(16)tereineOedarifeksimeuruvu・mahei〃feksimeuruvu・mi

3SG毎 日 ジ ョギ ン グす る ・MAHEI1ジ ョギ ン グす る・MI

「彼 は 毎 日ジ ョギ ン グ を して い る」

これらの例は例えば英語ではいずれも現在形 を用いて表され るが、シベ語では両者は・mi

と・maheiで 区別されている。

(17)Hegoesjoggingeveryday.

(18)Heteachesintheschool.

・miと・maheiそ れぞれで表され る 「習慣」の差異に注 目すると、・miで表 される 「習慣」

の方が、・maheiで 表 され る 「習慣」に比べてより一般的な習慣 にっいて表わす ことが分か

る。例えば以下の(19)、(20)を 見ると、民族全体の習慣について述べている(19)で は・miの

み容認 され、-maheiは 容認 されないが、個人の習慣について述べている(20)で は・miだ け

でなく・maheiも 容認 される。

(19)sinjaOe=iiqaN,siwe,MoDuukserenoりliani=deani

新 旙=GEN漢 シ ベ モ ン ゴル 族 旧 暦=DAT年

are・mi1★6are・mahei。

作 る・MI/☆作 る ・MAHEI

「新 彊 の 漢 族 、 シベ 族 、 モ ン ゴル 族 は農 暦(旧 暦)で 年 を越 す 」

(20)bigelesiweani=dealliare・milare・mahei

lSGも シベ 暦=DAT年 作 る ・MI1作 る一MAHEI

(普 通 な ら太 陽 暦 で 年 を越 す はず の 同本 人 が)「 私 も シベ 族 の 暦(旧 暦)で 年 を 越

して い る 」

6例 文の判断について、★は文脈によらずに不適格なものを、?(??)は適格 となるよ うな文脈

が通常は想定できないものを表す。
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児倉 徳和

更に・miと ・maheiが 両方容認 される(20)の場合でも、用い られ る状況により容認度が変

わることが分かった。つま り、・maheiは 一年のうちどの時期においても用いられるが、・mi

は年越 しの時期、っまり実際に事態が生起 している状況では用い られに くい。

同様のことは先に挙げた他の例についても言える。例えば、(5)の・miを・maheiに 変えた

(21)は、父親が実際に目の前で酒を飲んでいる状況で用い られるとい う7。

(21)minameegu蓉kearkiami'mahei.

ISG.GEN父 恐 ろ し く酒 飲 む 一㎜1

「私 の 父 は酒 を 恐 ろ し く飲 ん で い る 」

これらの例から考えると、・mi、・maheiは いずれ も習慣的に繰 り返 される行為を表わす も

のの、-miに よって表 される行為は・maheiで 表される行為に比べより一般性が高いことが

分かる。具体的に見ると、(19)の ように民族全体の習慣について述べる場合には・miが好ま

れるのに対 し、(20)の よ うに具体的な個人の習慣について述べる場合には反対に・maheiが

好 まれ、また(5)のよ うに個人の属性について述べる場合には・miが好まれるのに対 し、(21)

のように、話 し手の目の前 とい うように場面が限定されると反対に・maheiが 好まれる。

2.1.3-miの 表 わ す 「属 性 」

・miは 以下のよ うに職業など個人の属性も表わすが
、個人の属性は・maheiに よっても表

され うる。

(22)teretaciqu=desefe?daDle・maheildaDle・mi

3SG学 校=DAT教 師 担 当す る ・MAHEI1担 当す る・MI

「彼 は 学 校 で 教 師 を して い る」

(23)teream=taciqu=desiwegisuN?sibki'maheilsibki・mi

3SG大=学 校=DATシ ベ 語 学 ぶ ・MAHEII?学 ぶ ・MI

「彼 は 大 学 で シベ 語 を研 究 して い る」

(24)teream=taciqu=desiwegisuNtaci'maheil?taci・mi

3SG大=学 校=DATシ ベ 語 学 ぶ ・MAHEI1～ 学 ぶ ・MI

「彼 は 大 学 で シ ベ 語 を勉 強 して い る」

コンサルタン トによれば(21)は 学校で常勤の教師を している人に対 して用い られるとい

う。(22)、(23)、(24)か ら見ると、個人の職業の中でも教師、研究といった比較的長期間変

わ らない属性 と解釈 されやすいものほ ど・miが好まれ、学生のよ うにある程度年限が定まっ

7し か し、目の前で父親が酒を飲んでいる状況下で・miが許容 されないわけではない。この

場合の・miは2.1.5で 検討す る。
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シベ語 の動 詞接 尾 辞-mi,-Xei,-maheiに つ いて

て い る場 合 に は 逆 に ・maheiが 好 まれ る とい え る。

更 に2.1.1で 見 た よ うに 、 シベ 語 に お い て 大 部 分 の 動 詞 は ・miを と る こ と に よ り 「未 来 」

を表 し うる が 、mutu・ 「で き る 」、bahane・ 「で き るJ、sa・ 「知 る」taqe・ 「分 か る/面 識 が

あ る 」、ulixi・ 「(人の 言 葉 を)理 解 す る 」 とい っ た一 部 の 動 詞 は ・miを と っ て も 「未 来 」 を

表 わ さ な い 。 以 下 、 この よ うな タ イ プ の 動 詞 を 仮 に 状 態 動 詞 と 呼 ぶ こ と に す る が 、 これ ら

の 動 詞 も・miを と る場 合 に 「属 性 」 を 表 わ す と 見 る こ とが で き る。

(25)siGoshuNjaqeje・memutu-mina?

2SG辛 い も の 食 べ る一CVBで き る一M1QP

「あ な た は 辛 い 物 を食 べ る こ とが で きま す か?」

(26)teresejeNyale・mebahane・mi

3SG車 跨 る ・CVBで き る ・MI

「彼 は 自転 車 に 乗 れ る 」

(27)siterewetaqu・mina?

2SG3S(}.AcC分 か る ・MIQp

「あなたは彼のこと分か りますか?(彼 に面識がありますか?)」

状態動詞 も・maheiを とることが可能であるが、使用 され る状況が異なる。

(28)siGoshuNjaqeje・memutu・malleina?

2SG辛 い も の 食 べ る・cvBで き る・MAHEIQp

「あ な た は辛 い 物 を食 べ られ る よ うに な っ て きて い ま す か?」

(29)teresejeNyale・mebahane・mahei

3SG車 跨 る ・CvBで き る ・MAHEI

「彼 は 自転 車 に 乗 れ る よ うに な りつ つ あ る 」

(30)simimbetaqu・malleina?musedurinkyaN

2SGISG.ACC分 か る・MAHEIQpIPL.INCL去 年

hango・desawe。heiba?

韓 国 ・DAT会 う・XEIMP

「あ な た は 私 の こ と分 か りま す か?私 た ち去 年 韓 国 で 会 い ま した よ ね?」

これ らの例において、・maheiは 共通 して、発話状況において個別的 ・具体的な事態とし

て観察 されるような、属性 ない し知識状態を表 している。具体的には、(28)は聞き手が辛い

物を食べている状況で発話 され、この時 「辛いものが食べ られる」 とい う能力が観察可能

である。(29>は 、発話時において 「彼」が自転車に乗れている所 を観察 し、「自転車に乗る

ことができる」 とい う能力を確認することが可能である。(27)、(30)は 「相手の ことが分か

る」 とい う知識状態について述べている文であるが、発話参与者に関する知識 を問 う(30)
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児倉 徳和

の文では・maheiが 用いられ、そ うでない(27)の文では・miが用い られ ることから考えると、

より発話現場 とい う限定された場面における知識 と問 うことが・maheiの 使用に関わってい

ると見ることが可能である。これ らの特徴から考えると、状態動詞の場合にも、・miが具体

的な場面に限定されないような主語の属性を表わすのに対 し、・maheiは 限定された具体的

な場面における主語の属性 を表す といえる。

2.1.4-miと 「法 則 」

・miは法則を表わす場合 も存在する。

(31)sunwarxi=dericici-mi.

太 陽 東=ABL出 る・MI

「太 陽 は 東 か ら昇 る」(=8)

「法則」を表わすmiも 、習慣を表わすIniと 同様、具体的な事態に還元するのが困難で

あると考えられ る。(31)の ・miは・maheiに 置きかえ可能であるが、・maheiは 話 し手が実際

に太陽が東の空から昇って来るのを目撃 している場合にのみ用い られるとい う制限が存在

する8。「属性」を表わす2.1.3の 場合 と同様に、・miが具体的な事態に還元 されない法則を

表わすのに対 し、・maheiは 個別的 ・具体的なプロセスを表わす といえる。

(32)sunwarXi=dericici・mahei.

太 陽 東=ABL出 る・MAHEI

「太 陽 が東 の 空 か ら昇 っ て い る 」

2.1.5-miと 「話 し手 の 想 起 す る事 態 」

2.1.4ま でに見た(a)未来、(b)習慣、(c)属性、(d)法則の場合は、いずれ も・miは 「具体的

な事態を表 さない」 と見ることができた。 この時、'maheiは 個別的 ・具体的な事態を表わ

すため、発話時において実際に事態が生起 している場合には'maheiが 用い られ ることを示

した。しか し問題 となるのは、・miも眼前において生起 している(あ るいは過去に眼前で生

起 した)事 態を表 しているように見える例が存在することである。

(33)話 し手 は テ レビ塔 の 展 望 台 か ら下 の 景 色 を見 て い る:

sejenmukuuyi・reemduruNyawe・mii

車 水 流 れ る・MI(PART)同 様 に 走 る ・MI.EMPH

8・miは 同様の状況でも使用可能であるが、この場合も個別的 ・具体的なプロセスを表す と
は考えない。詳 しくは2.L5で 述べる。
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シベ 語 の 動 詞 接 尾 辞-mi,-Xei,-maheiに つ い て

「(車列 が連 な る様 子 を 見 て)車 が 水 が 流 れ る よ うに 走 っ て い る 」(=10)

(34)乗 っ て い た バ スが 事 故 を起 こ した 人 の 回想:

erkeeyaweesemegisere'Xe・De,nanedyanji'qu.

ゆ っ く り 走 れ と い う・XEI(PART)・NMLZ人 聞 く・MI(NEG)

「ゆ っ く り走 れ と言 っ た が や つ は(運 転 手 は)聞 か な い 」(=11)

これ らの例では、話 し手が述べる事態が実際に生起 しているため、・miの表わす 「具体的 ・

個別的な事態を表 さない」 とい う意味機能に反するようにみえる。 しか し、興味深いこと

に(33)の よ うに眼前で事態が生起 している場合でも、以下のように傍 らにいる聞き手にも見

ることを促すような場面では・miを用いることができず、・maheiの みが用い られ る。

(35)話 し手 は テ レ ビ塔 の 展 望 台 か ら 下 の 景 色 を見 て い る:

sitasejeNmukuuyireemduruN

2SG見 るOMP)車 水 流 れ る ・MI(PART)同 様 に

??yawe・mii/yawe。mahei

走 る・MI.EMPHノ 走 る・MAHEI

「(車列 が連 な る様 子 を見 て)見 て!車 が 水 が 流 れ る よ うに 走 っ て い る」

このことは、・miが 眼前の事態について述べるために用いられ うるものの、眼前の事態を

聞き手も観察可能な形で具体的に 「描写」 しているわけではないことを表 している。(34)

のような、過去の回想に用い られ る・miについても同様 に、過去に生起 した事態を聞き手に

も観察可能な形で具体的に描写 しているのではな く、単に抽象的な形で想起 しているに過

ぎない と考えられる。

2.2-miの 表 わ す も の

本節では・miの機能を主に・maheiと 比較 しつつ検討 してきたが、ここで・Xeiとの比較 も

行ってお く。2.1で は、・miが実際に生起する事態に還元されない抽象的な事態を表わすの

に対 し、・maheiが 実際に生起する具体的な事態を表わすことを見たが、・Xeiも実際に生起

する(し た)具 体的な事態 を表わすと言える。このことを、状態動詞の場合について見る。

(36)teresejeNyale・mebahane・mi

3SG車 跨 る ・CVBで き る ・MI

「彼 は 自 転 車 に 乗 れ る 」

(37)teresejeNyale・mebahane'hei

3SG車 跨 る ・CVBで き る ・XEI

「彼 は 自 転 車 に 乗 れ た1

一101一



児倉 徳和

この例文は、以下のように過去の具体的な時点を表わす副詞的要素、例えばceksee「 昨

日」等の要素を挿入す ると判断に差異が現れる。(15)で 見たように、・miは過去を表す副詞

的要素でも、「昔」のような具体的でない時を表すもの とは共起可能である。

(38)*terecekseesejeNyalemebahane・mi

3SG昨 日 車 跨 る・CVBで き る ・MI

「彼 は 昨 日 自転 車 に 乗 れ る」

(39)terecekseesejeNyale・mebahane・hei

3SG昨 日 車 跨 る・(;,VBで き る・XEI

「彼 は 昨 日 自転 車 に 乗 れ た 」

このことか ら、・Xeiも・maheiと 同様に実際に生起する(し た)個 別的 ・具体的な事態を

表わすと見ることができる。 これらを総合すると、・Xei,・maheiと対比 した場合の・miの機

能的特徴は 「実際には実現 していない抽象的事態」を表わすことにあると考えられる。

さて、ここまでの議論から、・miと・Xei,・maheiの対立は本質的に 「実際に生起す る事態

か否か」の点にあると考えられるが、先に見た 「習慣」の場合を考えると、その境界は必

ず しも明確ではない。

(40)tereineDedarifeksi'meuruvu・maheilfeksi'meuruvu・mi

3SG毎 日 ジ ョギ ン グす る ・MAHEIノ ジ ョギ ン グす る・MI

「彼 は 毎 日 ジ ョギ ン グ を して い る」

このように、・maheiと 一miが 両方使用可能で、 しかも共に習慣的な行為を表わす ような

例は決 して少な くない。 しか し、(19,20)に 見られるように、社会的習慣よ りも個人的習

慣の方が・maheiで 表わされやす く、同じ事態でも(31)の ように法則 として表 されるよりも

(32)のよ うに個別的事態 として表 されると・maheiで 表わされやす くなる、 とい う関係を考

えると、習慣 とまとめられる諸々の現象にも、一般性のより高い方が・miで表わされやす く、

一般性の低い方が・maheiで 表わされやすい とい う連続性を見て とることが可能である。

3.-maheiと 一Xeiの 機 能 的 対 立

2節 で は 、 ・miの 機 能 を ・mahei,・Xeiと 比 較 しつ つ 検 討 した が 、 本 節 で は 一Xeiと 一mahei

の 差 異 を 検 討 す る。2節 の 冒頭 で 述 べ た よ うに 、 結 論 か ら言 え ばXeiは 完 了的(perfective)

に捉 え られ た 個 別 的 ・具 体 的 事 態 を 、 ・maheiは 非 完 了 的(impe㎡fective)に 捉 え られ た 個 別

的 ・具 体 的 事 態 を 表 わ す 。
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シベ 語 の 動 詞 接 尾 辞-mi,-Xei,-maheiに つ い て

3.1「 完 了 的(pe市ective)」 と 「非 完 了 的(imperfective)」

本節の議論に入る前にまず 「完了的perfective」 とい う用語について定義 しておきたい。

本稿では 「完了的」をLangacker(2008:155)1こ おける英語の進行形(progressive)の 分析9を

参考に して、「事態の開始点 と終結点を含むような事態把握のあ り方」であると考える。 こ

れに対 して 「非完了的imperfective」 は、「事態の終結点を含まないような事態把握 のあ り

方」と規定す ることにする。

3.2接 尾 辞 一Xeiの 機 能

・Xeiの表す 「完了的」な事態把握のあり方がどのよ うなものか、以下具体的に見ていく。

まず、「完了的な事態把握」 とは、行為による結果の実現を含意するような事態把握のあ り

方ではない。例えば以下の例(41)に おいて、dase・ 「修理する」 とい う動詞は・Xeiを伴って

も対象が直った とい う結果を含意 しない。そのため、修理 して直ったかどうか とい う結果

を問題にす る場合には、(41b)の ように、結果を表すような別の動詞(こ の場合はmutu・ 「で

きる」)を 後続 させる必要がある。

(41)a.??biilaNineDedyannaodase。he・Be,

1SG3日 パ ソ コ ン 修 理 す る ・XEI(PART)・NMtz

geledase・haqui

ま た 修 理 す る ・XEI(NEG)

b.biilaNine工 〕edyannaodase・he・ りe,

1SG3日 パ ソ コ ン 修 理 す る ・XEI(PART)・NMLZ

geledase・memutu・Xaqui

生 た 修 琿 す る ・CVBで き る ・XEI(NEG)

「私は三 日かけてパ ソコンを修理 したが、直らなかった」

また、2.1.4で 見た ように、状態動詞 も・Xei,・maheiの 両方の接辞を取 りうるが、この時

に表わされるのは、属性(能 力)が 発揮 される、とい う一回的な事態の生起であ り、属性

(能力)が 継続的に発揮 されていたとい うことではない。

(42)terecekseesejeNyale・mebahane-hei

3SG昨 日 車 跨 る ・CVBで き る ・XEI

9Langacker(2008:155)1ま 英 語 の 進 行 形 に つ い て 以 下 の よ う に 述 べ て い る:t'Theoverall

effectofaprogressiveisthustoconvertaperfectiveprocessintOanimperfectiveone,_.

TheboundedoccurrenceprofiledbytheformerfUnctionsasconceptualbase」forthe

latter,whichprofilesaninternalportionthatexeludestheendpoints."
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「彼は昨 日自転車に乗れた」

また、完了的な事態把握のあり方とい うのは、telic(限 界的)かatelic(非 限界的)か 、

という事態の内的限界の有無からも独立 したものであ り、・Xeiは 必ず しも事態の内的限界

点を迎えることを含意 しない。例えば以下の(43)では・Xeiが用い られているが、「その本 を

読了 した」ことは必ず しも含意 されていない。

(43)biterebitkee=weemeeriNta・hei.

1SGそ の 本=ACC1時 間 読 む 一XEI

「私 は そ の 本 を1時 間 読 ん だ 」

「その本を読了 した」ことを表す場合は、動詞ta・ 「読む」に動詞waje・ 「終わる」を後

続 させ るか、または期間を表わす時間的要素 とda「 も う」 とい う副詞的要素を組み合わせ

ることにより明示的に表わされ、動詞ta・ 「読む」自体がとる接尾辞によ り表 されるわけで

はない。

(44)biterebitkee=weemee㎡Nda

lSGそ の 本=ACC1時 間 も う

ta●mewaje・hei

読 む ・CVB終 え る ・XEI

「私 は そ の 本 を1時 間 で 読 み 終 え た 」

(45)biterebitkee=weemee㎡Ndata・hei.

1SGそ の 本=ACC1時 間 も う 読 む ・XEI

「私 は そ の 本 を1時 間 で 読 ん だ1

これ らのことか ら、・Xeiが 表す完了的な事態の把握のあり方とい うのは、結果状態の含

意や、事態の内的限界点の有無に作用することのない、単なる事態の開始点 と終結点を含

むようなものであるといえる。

3.3-Xeiと 一maheiの 機 能 的 対 立

次に、接尾辞・maheiの 機能を、3.2に おいて完了的に把握 された事態を表す とした・Xei

と対照 しなが ら論 じていく。先に述べたように、・maheiは 非完了的Gmperfective)に 把握 さ

れた個別的 ・具体的事態を表わす。

3.3,1回 数 表 現 との 共 起
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シベ 語 の 動 詞 接 尾 辞-mi,-Xei,-maheiに つ い て

一Xeiと・maheiの 差異はまず回数を表わす要素 との共起関係 に現れ る
。回数 を表わす要素

と共起出来るのは・Xeiのみであ り、・maheiは 共起出来ない。

(46)bigya=deeltsa可=wejuumedaNsawe・heil??sawe-mahei

lSG通 り=DAT児 倉 二ACC2回 見 る 一XEI1??見 る ・MAHEI

「私 は通 りで 児 倉 を2回 見 か け た1

この現象は、・Xeiが 事態を開始点 と終結点を含め完結 したものとして捉えるため回数を

問題にすることができるのに対 し、・maheiは 事態を完結 したもの としては捉 えないため回

数を問題にすることができないと説明することができる。

3.3.2期 間 ・距離を表わす要素との共起

・Xeiと・maheiの 差異は 「期間」を表わす副詞的要素 との共起関係 にも現れ る。

(47)bioriNanisefedaOle・heil??daりle・mahei

lSG20年 教 師 担 当 す る・XEIノ??担 当 す る ・MAHEI

「私 は20年 教 師 を した/し て い る」

(47)の例か ら分かるように、「20年 」 という期間を表わす副詞的要素 と・maheiは 共起 し

ない10。このように・Xei,・maheiと 期間を表す要素 との共起関係 に差異が生 じる理由は、「20

年」 とい う期間が開始点と終了点を含んでいるため、完結 した もの として しか解釈 されな

いことにあると考え られ る。実際 に、「期間」を表す要素が、単に時間の長 さしか表 さない

よ うに20年 契約の教師生活を送っているとい う(一 般には想定 しづ らい)状 況を想定 した

場合 には、その中途段階であっても・maheiが 使用可能になる。

(48)biorilNani=isefedaDle'heildaOle・mahei

lSG20年=GEN教 師 担 当す る ・XEI1担 当す る ・㎜1

「私 は20年(契 約)の 教 師 を して い る」

10ち な み に こ の 例 にお い て ・Xeiが 用 い られ た 場 合 は
、「私 」が 現 在 教 師 を 続 け て い る か ど う

か は 不 明 で あ り、 も し現 在 で も教 師 を続 け て い る こ と を 明 示 す る の で あ れ ば 以 下 の よ うに

表 わ す 。

bisefedaりle・meeorinanio・hui.

1SG教 師 担 当す る ・CvB.EMPH20年 な る ・XEI

「私 は 教 師 を して20年 に な る」
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同様の現象 は、期間を表わす要素だけでなく空間的な距離を表わす要素にも見 られ る。

ある距離を決 めて走っている途中の段階について述べる場合、以下の(49)の ように任意の距

離であるよりも、(50)、(51)の ようにマラソンの距離 として定着 している距離の方が・mallei

の許容度が上がる。

(49)bioriNkilomiterfeksi-xeY??feksi・mahei

lSG20キ ロメ ー トル 走 る・XEM?走 る・MAHEI

「私 は も う20キ ロ走 っ て い る」

(50)bidiXejuukilomiterfek8i・xeY?feksi・mahei

lSG42キ ロ メー トル 走 る・X肌1?走 る ・MAHE]

「私 は42キ ロ(マ ラ ソ ン)を 走 っ て い る」

(51)bimalaso功feksi-xeilfeksi・mahei

lSGマ ラ ソ ン 走 る・XEI徒 る・MAHEI

「私 は マ ラ ソン を 走 っ て い る」

このように、・Xeiは 、開始点 と終結点をもつ期間 ・距離 を表わす要素と共起出来るのに

対 して、・maheiは そうではない。このことからも、・Xeiは完了的に把握 された事態、・mahei

は非完了的に把握 された事態を表わすと考えられる。

3、4-Xeiと 一maheiの 対 立 を 持 た な い 動 詞

3.2で 見 た よ うに 、 シベ 語 に お い て 事 態 を完 了 的 に把 握 す るか 、非 完 了 的 に 把 握 す るか と

い う対 立 は 、事 態 が 限 界 的(telic)か 非 限 界 的(atelic)か と い う こ と か ら独 立 して お り、語 彙 的

に 限 界 的 な 事 態 を 表 す 動 詞 で あれ 、 非 限 界 的 な事 態 を表 す 動 詞 で あれ 、 ・mi,・mahei,・Xei

を 全 て 取 る こ とが で き る が 、僅 か な が ら・㎡ しか 取 る こ との で き な い 動 詞 が 存 在 す る。例 え

ば 、adali§i・ 「似 て い る」 とbi・ 「あ る」 の よ うな も の で あ る。 ま ず 、adali§i・ 「似 る 」 は 、

・Xei
,・maheiを と る こ とが で き な い 。

(52)erejuujaqegu§keada亘i§i・mirkadaligi・heWadali§i・mahei

こ の2つ もの 恐 ろ し く 似 る・MV似 る・XEIA似 る・MAHEI

「こ の2つ は とて も よ く似 て い る 」

ま た 、adali§i・ 「似 て い る 」 は人 間 を 主 語 にす る場 合 は 、後 ろ にbanji・ 「生 ま れ る 」 と い

う動 詞 を 必 ず と る11。

11形 容 詞 で あ る 「美 しい 」 も 、adaligi一 と 同様 にbanji・ 「生 ま れ る 」 を後 続 させ る こ とが 可

能 で あ る。
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(53)tereamee=de=niadali6i・mebanji・hei

3SG父=DAr-POSS似 る ・CvB生 ま れ る 一XEI

「彼 女 は 父 親 に 似 て い る 」

このよ うな例は一般 的な形容詞 との関係から見ると非常に興味深い。 シベ語においてい

わゆる 「形容詞」は、動詞のように義務的に・mi,・mahei,・Xeiを とらない点で、名詞(55)

に似た振る舞いを見せる。

(54)jupgo≒ibanajuben=derilafduambu

中 国=GEN土 地 日本=A肌 大 い に 大 き い

「中 国 の 国 土 面 積 は 日本 よ り遥 か に大 き い 」

(55)erehahejijubantacisi

こ の 男 の 子 日本 学 生

「こ の 子 は 日本 の 学 生 だ」

adaliSi'「似ている」のような動詞は、・mi,・mahei,・Xeiの うち、 とれ るものが限定され

ている点で動詞の中で も形容詞に近いものであると考えられ る。「似ている」とい うのは 「関

係」 とい う状態的な事態の一種であるが、その状態的であるとい う意味的特徴が、形態統

語的にも形容詞に近い振 る舞いを見せる動詞として現れていると見ることができる12。

このよ うな動詞の例 としてもう一つbi・ 「ある」が存在する。bi・も・maheiを とることが

できない13。

(56)tereboo=debitbi'xei/～?bi・mahei

3SG家=DATい る ノい る ・Xey??い る ・mahei

「彼 は 家 に い る 」

これも 「存在」 とい う語彙的な意味の状態的な意味的特徴が形態統語的なふ るまいに影

響 しているといえるだろう。

tereqwaryaりebanji・Xei

3SG美 しい 生 まれ る・XEI「 彼 女 は 美 しい 」

12Giv6n(2001:54)で は 、 時 間 的 安 定 性(temporalstability)に 基 づ い た名 詞 ・形 容 詞 ・動 詞

の 分 類 が 行 わ れ て い る が 、 こ の枠 組 み に 沿 え ば 、 「関 係 」 は 動 詞 の 中 で も時 間 的 安 定性 が 高

い た め に 形 容 詞 に 近 い と考 え られ る。

13こ こ で は 、bi・は 語L幹そ の ま ま の``bi"と い う形 式 で 表 れ て い る が 、"bi"は 意 味 的 特 徴 か ら他

の 動 詞 の ・miが 付 加 した 形 式 に 対 応 す る もの と考 え る。
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4.名 詞 ・形 容 詞 述 語 文 に お け るactual'non-actualの 区 別

3節 までは動詞述語文を中心に見てきたが、本節では名詞述語文や形容詞述語文14がどの

よ うな形式をとるか見る。 シベ語において名詞、形容詞はともにコピュラを伴 うことな く

単独で述語 を形成することができる。

(57)teremiNhaheji

3SGISG.GEN息 子

「彼 は 私 の 息 子 だ 」

(58)tere=isahanjigu忌keqwaryaOe

3SG=GEN娘 恐 ろ し く美 しい

「彼 の 娘 は とて も美 しい 」

形容詞述語文は、コピュラを伴わずに過去の状態を表わすことも可能であるが、現在 と

異なる状態であることを明示す る場合には、補助動詞biXene(bi・ 「ある」の完了形に名詞

化要素・鵬 が後続 したもの)を 用いる。

(59)terexexeasheNerin=degu忌keqwaryaBe

あ の 婦 人 若 い 時=DATと て も 美 しい

「あ の 婦 人 は 若 い 時 とて も美 しか っ た 」

(60)terexexeashellerin=degu§keqwa】 写aりebi'xe・Oe

あ の 婦 人 若 い 時=DATと て も 美 しい あ る ・XEI(PART)・NMLZ

「あ の 婦 人 は若 い こ ろ とて も美 しか っ た 」

この よ うに 、名 詞 ・形 容 詞 述 語 文 で は 動 詞 述 語 文 の 場 合 に・mi
,・mahei,・Xeiで 区別 され た

よ うなactuallnon・actual、imperfeetive/perfectiveの 区 別 が 無 くな る。 問 題 は こ の時 、 名

詞 ・形 容 詞 単 独 の 述 語 形 式 がaetual/non・actualの 両 方 を表 し うる の か 否 か 、 とい う こ と で

あ る。

こ こで も う一 度 動 詞 述 語 文 に お け るactua1/non・actualの 区 別 を振 り返 る と 、状 態 動 詞 の

中で も、mutu・ 「で き る 」の よ うにactua1/non・actualの 区 別 が あ る 動 詞 が あ る 一 方 、adali§i・

「似 て い る」 の よ うにactualの 形 式 を取 りえ な い 動 詞 も存 在 した
。 こ の よ うに 、 動 詞 の 中

で もactualの 形 式 を取 りえ な い もの が 存 在 す る こ とか ら、名 詞 ・形 容 詞 が 単独 で 現 れ る 述

語 の 文 もactualな も の を 表 さ な い と考 え られ る 。 こ の こ と を 踏 ま え て 述 語 の 種 類 と 、

actua1/non・actualの 関 係 を ま と め た の が 以 下 の 表3で あ る。

14こ こでは、名詞 と形容詞を便宜上区別 しているが、シベ語では形容詞が名詞に近いふ る

まいをするため、実際には両者の区別はそれほど明確ではない。
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表3:動 詞 の 種 類 と・mi,・mahei,-Xeiの 共 起 関 係

(一般的な)

動詞

状態動詞

名詞 ・形容詞mutu。

"で き る"等

adali5i・

"似 て い る"等

non・actual ・mi ・mi ・mi o

actual
非完了 ・mahei ・mallei ★・mallei 一

完了 ・Xei 一Xei ★・Xei 一

5.シ ベ語にテンスはあるか?一 シベ語における時間ダイクシス

これまで動詞接尾辞・mi,・Xei,・maheiの 意味機能をアスペク トの側面から考察 してきた

が、ここでも う一度、先行研究の分析 との関係を考えなが ら、シベ語のテンス ・アスペ ク

トの体系への位置付 けを行いたい。テンス ・アスペ ク トの体系 とい う観点か ら見て、先行

研究である李樹蘭ほか(1984)の 分析の特徴は主に以下の2点 にま とめられ る。

・「過 去 」 と 「現 在 一 未 来 」 とい うテ ン ス の 対 立 を 認 め て い る
。

・bi・
、o・と い う2つ の 補 助 動 詞 を テ ン ス ・ア ス ペ ク トの 体 系 に 組 み 込 ん で い る 。

ここで特に問題 となるのは、シベ語にテンスの文法的対立があるかどうか とい うことで

あ る 。 テ ン ス はComrie(1985:9)に は 、 「時 間 軸 上 の 位 置 の 文 法 化 され た 表 現

grammaticalisedeXpressionoflocationintime」 であ り15、時間軸上の位置は発話時を基

準 とした直示的(deictic)方 法により指示 され る16、とあるが、シベ語の時間指示(時 間ダ

イクシス)の あ りかたが どのようなものか、検討する必要がある。

この問題に対 して、特に名詞述語文 ・形容詞述語文に注 目す ると、過去の属性/現 在の

属性/未 来 において予測 される属性が形式的に全 く区別 されないため、シベ語には文法的

なテンスが無いとすることが可能である。

(61)tereisahanjiguSkeqwaryaりe

3SG.GEN娘 とて も 美 しい

「彼 の 娘 は と て も美 しい 」 ←58)

形容詞述語文は、そのまま過去の状態も表わす ことができる

15Comrie(1985:9)に は 、``Thebasisofthediscussioninthebodyofthisbook治thattense

isgrammaticalisedexpressionoflocationintime."と あ る 。

16Comrie(1985:14)に は
、"Asystemwhichrelatesentitiestoareferencepointistermed

adeicticsystem,andwecanthereforesaythattenseisdeictic."と あ る 。
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(62)terexexeaslleNerin=degu忌keqwa】ryaηe

あ の 婦 人 若 い 時=DATと て も 美 しい

「あ の 婦 人 は 若 い 時 と て も美 しか っ た 」(=59)

同じことは・miの場合にも言える。・miは、過去の時間を表わす要素と共起 しても、現在

を表わす要素と共起 しても、形式を変えることが無い。

(63)tereineDedarifeksimeuruvu・mi

3SG毎 日 ジ ョギ ン グす る ・MI

「彼 は 毎 日 ジ ョギ ン グ を して い る」 ←14)

(64)teredaciine勾edarifeksimeu】mvu・mi

3SG昔 毎 日 ジ ョギ ン グ す る・MI

「彼 は昔 毎 日ジ ョギ ン グ を して い た」 ←15)

また、文法化されたテンスを持つ英語における現在完了 と過去完了17のような、2つ の時

点の相対的な前後関係を専門に表す形式 もシベ語には全 く存在せず、全て・Xeiで 表わされ

る。

(65)millji'xeerin=detereemgeriji'xei

lSG.GEN来 る ・XEI(PART)時 間=DAT3SG既 に 来 る・XEI

「私 が 来 た 時 に は 彼 は 既 に 来 て い た」

(66)tereemgeriji-xei

3SG既 に 来 る ・XEI

「彼 は既 に 来 て い る」

これ らのことから、シベ語には文法的なテンスの対立はないとい うことができる。 しか

し、この とき問題 となるのは、シベ語がどのよ うな方法で事態を時間軸上に位置付 けてい

るのか、とい うことである。

シベ語では、先に述べたとお り・miで 表されるnon・actualな 事態は、時間軸上に位置付

けられることがないが、・Xei,・maheiで 表されるactualな 事態の場合をみると、完了的 ・

非完了的 とい う事態把握のあ り方 と、過去 ・現在とい う時点にはある程度の対応関係が見

られる。一般的にある言語において文法的なテンスが無い場合 、完了/非 完了を表す要素

は過去 ・非過去を問わず完了/非 完了の事態を表わ しうることが予想 されるが、シベ語の

場合は制限が見られる。

17こ こ で の 「過 去 完 了 」 はpluperfect(Co面e1976:56)に 相 当す る。
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(67)tereene勾ewudyanjuO=debitkee?are・maheilare・hei

3SG今 日5時=DAT本?書 く ・MAHEI1書 く ・XEI

「彼 は 今 日5時 に は 本 を 書 い て い た1

(68)の ように、・maheiは 過去のある時点において進行中の事態を無制限に表せ るわけで

はないが、以 下の(69)の ように、話 し手が 目撃 した とい うことが担保 されている場合は

・maheiが 過去のある時点において進行中の事態を表わす ことが可能になる。

(68)biyacinmamee=ipuse=degene・Xe・ 勾e,

1SG黒 お ば あ さん=GEN店=DAT行 く・XEI(PART)・NMLZ

yacinmameejenejillaatolu・mallei.

黒 お ば あ さん ち ょ う ど お 金 数 え る・MAHEI

「わ た しが"黒 い お ば あ さ ん"の 店 に 行 っ た ら 、 黒 い お ば あ さん は ち ょ う どお 金

を数 え て い た 」

このことを整理すると、シベ語では過去 ・現在を区別する文法的なテンスを持たないが、

反対に'Xei,・maheiの 両形式を過去 ・現在に関わらず用いることが可能であるということで

もな く、話 し手が事態を目撃 したか どうかが両形式の選択にとって重要であるといえる。

さらに、三点 目の問題 もシベ語の時間ダイクシスの面か ら考えると興味深い。筆者 は児

倉(2008,2009a,2010)に おいて、シベ語の補助動詞bi・,ila・,o・の分析を行 った。 これ らの

補助動詞はアスペ ク トの面か ら見ると、それぞれ結果状態、継続状態、事態の生起 を表わ

すが、興味深いのはこれ らの形式もまた、発話時を基準 としてアスペ ク トが選択 されてい

ると見られることである。以下は補助動詞bixei,ohui,ilaheiの 例であるが、(70)に おいて

biXeiは 発話時(発 話現場)に おける話 し手の発見を表 し18、(71)においてohuiは 発話時に

おける話 し手の判断を表 し、(72)においてilaheiは 話 し手は直接経験 している部屋の一時的

状態(日 が暮れて暗い、 とい う状態)を 表 している。

(69)聞 き 手 の 着 て い る 服 を指 して:

qua】ryaNebi・xeli

可 愛 い あ る・XEI.EMPH

「(この 服 、)か わ い い ね え 」

(70)辛 い 唐 辛 子 を 超 っ て 一 言:

erecunjeedaveleGoshuNo・hui

181節 で見たよ うに李樹蘭ほか(1984)に おいて、このようなbi・は 「過去」を表わすとされ

ている。 しか し、例文(66)は 話 し手の眼前で展開されている事態であ り、これを 「過去」と

呼ぶのは問題があると思われる。 ちょうど日本語においても 「こんな ところにあった」 と

い う文における 「た」が過去をあらわしていないのと同様である。
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この 唐辛子 余 りに 辛い なる・XEI

「この唐辛子は余 りに辛すぎる(辛 すぎて食べられない)」

(71)話 し手が聞き手のいる部屋に入って一言:

oifarhuNila。heideNjeNlii

感動詞 暗い 止まる・XEI電 灯 点ける(】MP).EMPH

「おいちょっ と暗いな、灯 りを点けろ」

筆者は児倉(2009)に おいて、補助動詞bi・,ila・,o・が閉じた体系をなす と論 じたが、こ

れ らの例文における補助動詞の機能の対立は事態のアスペク ト性 とい うよりむ しろ話 し手

による事態の認識のあ り方の違いであるといえる。さらに先に見たよ うに・Xei,・maheiの 使

い分けが、話 し手が事態を直接 目撃 したかどうかに関わることを考 えると、シベ語におい

て述語形式の選択に関わるのは、事態の時間的側面とい うよ りむ しろ話 し手による事態の

認識のあ り方の違いであり、これがシベ語における時間ダイクシスの根本をなす と考えら

れる。

略号一覧

112131人 称12人 称13人 称

SG!PL単 数!複数

rNCL!EXCL包 括/除 外

GEN属 格

DAT与 位格

ACC対 格

ABL奪 格

POSS所 有

PART形 動詞

CVB副 動詞

MP命 令法

OPT希 求法

NMLZ名 言司イヒ

QP疑 問小詞

MPモ ダ リティ小詞

EMPH談 話的強勢
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On the three verbal suffixes -mi, -Xei, -mahei in Sibe Manchu: 

       aspect and the structure of temporal deixis

Norikazu Kogura

Keywords: Sibe Manchu(Manchu-Tungusic), Tense-aspect, Temporal deixis

Abstract

In the present paper, the function of three verbal suffixes, -mi, -Xei, -mahei, is discussed. 

Formerly, it was argued that Sibe Manchu has a grammatical tense distinction of Past 

vs. Non-Past. However, this paper provides some evidence that Sibe Manchu has no 

tense distinction but distinguishes between actual (-Xei, -mahei) and non-actual (-mi) 

situations, arguing that although Sibe Manchu makes no grammaticalised tense 

distinction, the choice of aspect is related to speech time (ST).

こぐら ・の りかず(博 士課程)
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